平成15年度　第２回　アナログ２種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－１に示す回路において、可変抵抗Rで消費される電力が最大となるのは、Rが（　ア　）オームのときである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。　　　　　　　　　(5点)
	　①　16　　②　24　　③　32　　④　48　　⑤　64　　⑥　96
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(2)　図－2に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスを34オームとすると、容量性リアクタンスXCは、（　イ　）オームである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　5　　②　26　　③　37　　④　51　　⑤　65
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　(3)　絶縁された導体Aを帯電体Bに近づけると、導体Aには、帯電体Bに近い側に帯電体Bと異種の電荷が現れ、遠い側（反対側）に同種の電荷が現れる。このような現象は、（　ウ　）作用といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　自己誘導　　②　増　幅　　③　相互誘導　　④　電磁誘導　　⑤　静電誘導


　(4)　Rオームの抵抗とLヘンリーのコイル及びCファラドのコンデンサを直列に接続した回路の共振周波数fヘルツは、f＝（　エ　）の式で表される。　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　半導体について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　pn接合ダイオードの直流回路におけて、p形側に＋極の電圧、n形側に－極の電圧を加えたときの電圧は、順方向電圧といわれる。

　　B　トランジスタの静特性における入力特性は、コレクタ－エミッタ間電圧VCEを一定に保ったときの、ベース電流IBとベース－エミッタ間電圧VBEの関係を表したものである。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　図に示すトランジスタ回路において、電流I1をゼロとすると、電流I2もほぼゼロとなる。この動作状態は、（　イ　）状態といわれ、スイッチング機能におけるOFF状態に対応させることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　飽　和　　②　しゃ断　　③　活　性



[image: image8.wmf]R

E

‚h

‚u

O

2

‚h

1

‚u

I


　(3)　N形半導体における正孔は、（　ウ　）キャリアといわれる。　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　多　数　　②　絶　対　　③　少　数　　④　相　対　　⑤　真　性


　(4)　トランジスタに電圧を加えて、ベース電流が30マイクロアンペア、エミッタ電流が2.50ミリアンペア流れているとき、コレクタ電流は、（　エ　）ミリアンペアとなる。　　　　　　　　(4点)
	　①　2.20　　②　2.47　　③　2.58　　④　2.80


　(5)　ホトダイオードとホトトランジスタについて述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　(4点)
　　A　pinホトダイオードは、電流増幅作用を有するため、アバランシホトダイオードに比較して光電変換効率が高い。

　　B　ホトトランジスタは、コレクタ－ベース接合（CB接合）面に光を当てるとベース電流が変化し、トランジスタにより電流が増幅されるので、ホトダイオードよりも光電変換効率の高い増幅器として機能する。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1の論理回路は、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係から、（　ア　）の回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　論理和　　②　否定論理和　　③　論理積　　④　否定論理積　　⑤　排他的論理和
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(2)　次の論理関数Xはブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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　　②　A+B　　③　A・B　　④　A　　⑤　B


　(3)　図－2の論理回路において、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、表－1の真理値表で示される。　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　表－2は、入力論理レベルA及びBと出力論理レベルCとの関係を示した真理値表である。この真理値表に相当する論理式は、C=（　エ　）の式で表すことができる。　　　　　　　　(5点)
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図－１において、電気通信回線への入力電圧が120ミリボルト、その伝送損失が1キロメートル当たり1.0デシベル、増幅器の利得が（　ア　）デシベルのとき、電圧計の読みは、16ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力インピーダンスは等しく、各部は整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　10　　②　15　　③　20　　④　25　　⑤　30　　⑥　40
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(2)　平衡対ケーブルにおいて、ケーブルの温度が上昇したとき、伝送損失は、（　イ　）。　　(5点)
	　①　変化しない　　②　減少する　　③　増加する　　④　減衰定数に近くなる


　(3)　図－2において、電気通信回線1のインピーダンスが324オーム、電気通信回線2のインピーダンスが（　ウ　）オームのとき、変成器の挿入点における反射損失は、ゼロである。ただし、変成器は理想的なものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　81　　②　144　　③　216　　④　486　　⑤　729　　⑥　972
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(4)　電気的特性が均一で長さ50キロメートルのケーブルの絶縁抵抗が40メガオームのとき、20キロメートルで切断すると、この20キロメートルのケーブル絶縁抵抗は、（　エ　）メガオームとなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　8　　②　16　　③　25　　④　100　　⑤　2,000


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　伝送帯域内で二つの異なる周波数の搬送波を用い、それぞれの搬送波を符号ビット“1”、“0”に対応させて送信する変調方式は、（  ア  ）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　位相変調　　②　PWM　　③　PCM　　④　振幅変調　　⑤　FSK


　(2)　加算、減算等のデジタル演算によって、アナログ信号から特定の周波数帯域のアナログ信号を取り出すデジタルフィルタの精度を上げるためには、アナログ信号をデジタル信号に変換するときに、（　イ　）必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　リング変調器を通す　　　　　　　②　量子化ステップの幅を小さくする

③　サンプリング周波数を低くする　　④　量子化ステップの幅を大きくする

⑤　高域フィルタを通す


　(3)　アナログ伝送路によるデータ伝送では、インパルス性雑音や瞬断が（　ウ　）を発生させる。

(4点)
	　①　レベル変動　　②　量子化雑音　　③　区切り点　　④　符号誤り　　⑤　基本雑音


　(4)　PCM方式において、伝送されてきたパルス列を受信側で元の波形に復元するためには量子化レベルまで再生した信号を、サンプリング周波数の
[image: image23.wmf]2

1

を遮断周波数とする（　エ　）フィルタに通せばよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　高　域　　②　低　域　　③　帯域通過　　④　帯域阻止


(5)　一般の光ファイバ伝送方式では、光信号が光ファイバ内を進み受光器に到達すると、受光器は、その光の（　オ　）を元の電気信号の大小に復調する。　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　波　長　　②　強　弱　　③　スペクトラム


解答

第１問（ア）③　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）②

第2問（ア）③　（イ）②　（ウ）③　（エ）②　（オ）②

第3問（ア）①　（イ）④　（ウ）③　（エ）④

第4問（ア）③　（イ）③　（ウ）⑤　（エ）④

第5問（ア）⑤　（イ）②　（ウ）④　（エ）②　（オ）②
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